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1. 目的 

沿岸部における高潮は，広範囲の風場・気圧場が外力となり駆

動される海水流動の結果として生じる．よって，ある地点の高潮

に対する風や気圧の影響度は空間的に分布を持ち，また，時間的

にも気象場と高潮の発達にはタイムラグがあると考えられる．以

上の観点から，本研究では，地形が複雑な有明海を対象に，沿岸

各地の高潮と気象場（風場・気圧場）との関連を把握し，さらに，

得られた知見をもとに，簡易的な高潮予測モデルの構築を試みた． 

2. 内容 

2.1 観測データの収集 

 有明海沿岸各地の高潮と気象場との関係について検討するため，観

測データを収集した．高潮偏差については，大浦，三角，熊本，八代，

口之津，三池の 6 地点で収集した（図-1参照）．また，風向風速は，三

角，熊本，八代，岱明の 4 地点で，気圧は，熊本，佐賀，雲仙岳，長

崎，福江，阿久根，延岡の 7 地点で観測データを収集した． 

2.2 局地気象モデル(MM5)による台風の再現 

有明海沿岸における高潮と気象場の関連を把握するため、まず、風

場・気圧場の詳細な計算が可能である局地気象モデル MM5 を利用し，

T0416，T0418，T0514，T0610，T0613 の 5 つの台風について風場・気

圧場の計算を実施した． 

2.3 高潮偏差と風向・風速の相関  

 図-2に T0418 来襲時における大浦の気圧と風向風速（いずれも MM5

による推算値）および高潮偏差（観測値）の時系列を示す．この高潮

について，高潮偏差と風速の相互相関を求めた．その際，相関を取る

高潮偏差の期間については，最大高潮偏差

前後（case-1），最大高潮偏差前後±6 時間

（case-2），最大高潮偏差前後±12 時間

（case-3）の 3 期間で検討した．また，タ

イムラグは-6 時間から+6 時間まで 1 時間

間隔でずらした．図-3に case-1（最大高潮

偏差前後）について，タイムラグを-6 時間，

-3 時間，0 時間とした場合の，大浦における風速と高潮偏差の相関を示す．この図より，大浦での高潮は同時

刻の風速よりも 3 時間前の風速と相関が高いことがわかる． 

キーワード：高潮，風場，気圧場，簡易予測モデル 
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図-2 T0418来襲時の大浦における気圧，
風向，風速，高潮偏差の時系列
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図-3 case-1(最大高潮偏差前後)における風速と高潮偏差の相関

図-1 気圧・風・潮位の観測地点
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また，高潮の発達には風向きも極めて重要で

ある．そこで，北向きの風をθ=0°として時計

周りに 0°～360°まで 10°ごとに各方向の成

分風速（Wcosθ）を求め，この成分風速と高潮

偏差の相関を調べた．ただし，相関を求める高

潮の期間は case-1（最大高潮偏差前後）とし，

タイムラグについては-6 時間～+6 時間までの

1 時間間隔とした．図-4 に T0418 来襲時にお

ける，大浦の高潮偏差と最も相関が高くなる風

向のベクトル分布を示す．なお，ベクトルの色

は相関係数の大きさを示す．また図-5 は，最

も相関が高くなるタイムラグの分布である．図より，有明海の全域で相関係数は

0.9 以上となっている．大浦の高潮との相関が高い成分風速の向きは，地点によ

って多少異なるが，概ね北向きであり，有明海上では湾口部を除いて湾軸に沿っ

た成分風速が多くみられる．また，タイムラグは概ね-2～-3 時間である． 

 2.4 高潮偏差と気圧場の関係 

図-6 に T0418 における大浦の高潮偏差と気圧の相関分布を示す．タイムラグ

は-1 時間である．気圧と高潮偏差の相関は逆相関であり，対象地点である大浦

に近いほど相関が高い傾向があるが，広い範囲で高い相関が認められる．また，

熊本の高潮偏差についても同じ検討を行ったところ，熊本に近いほど相関が高く，

広い範囲で高い相関を示すという同様な傾向が認められた． 

2.5 高潮の簡易予測モデルの構築 

これまでの検討から，有明海沿岸の高潮は数時間前の風速や気圧との相関が高いことが分かった．そこで，

既存の観測地点における風速と気圧の実測値から数時間後の高潮を予測することを試みた．大浦における高潮

偏差を予測対象とし，熊本と岱明における成分風速（θ=350°）および熊本，雲仙岳，長崎，阿久根，佐賀に

おける気圧を入力値とする．タイムラグは風速については-2 時間，気圧については-1 時間とした．なお，観

測地点は前述の相関解析の結果を考慮し，且つ，様々なコースで来襲する台風に対応するため複数の地点を選

定した．予測モデルは，4 台風（T0416，T0418，T0514，T0613）の

観測値から重回帰分析を行って得られた以下の式となった． 

                                

 

 

（ηo：大浦の高潮偏差，WK：熊本の風速，WT：岱明の風速，PU：

雲仙岳の気圧，PK：熊本の気圧，PN：長崎の気圧，PA：阿久根の気

圧，PS：佐賀の気圧） 

図-7 は T0418 による高潮偏差の時系列について予測値と観測値を比較したもので，良好な予測結果となっ

ている． 

3. 結論 

本研究では，有明海沿岸の高潮と風場･気圧場との関係を把握し，既存の観測地点で得られる観測値から数

時間後の高潮を予測する極めて簡単な予測モデルの構築を試みた．この予測モデルは，高潮と風速・気圧との

タイムラグを利用するため，台風の予測情報を必要とせず，台風の予測誤差が問題とならない．今後検討を重

ね予測モデルを改良することで，実用上十分な精度が得られるものと期待される． 
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図-7 T0418 における予測結果
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図-4 大浦の高潮との相関が最
も高い風向の空間分布（T0418）

図-5 大浦の高潮との相関が最も高
い風速のタイムラグの分布（T0418）
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図-6 相関係数の空間分布
（気圧）
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